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一対比較とは、複数の比較対象が存在する時、一度にすべての対象を順位付けするのではなく、2つ
ずつの対象をすべて比較してどの程度重要かを与えることにより、統計的な手法で全対象の重み付け
を計算する方法である。

例えば、対象がA,B,Cの3つであれば、A-B、A-C、B-Cの一対ずつを対象に、まずどちらがどの程度
重要かを与える。どの程度重要かについては様々な考え方があるが、本試行では 評価の主観的尺度
を7段階で考える7点法を採用し、委員の先生方などに一対比較を用いた立地基準項目間の主観的尺
度を記入して頂いた。

与えられた主観的尺度に基づき、各重みは幾何平均法等によって計算される。

立地基準項目の一対比較と重み付けの計算

大項目 重み1 中項目 重み2 小項目 重み3 全体の中での重み

（C） WC

（C1） WC1
C(12) WC12 WC × WC1 × WC12

C(13) WC13 WC × WC1 × WC13

（C2） WC2
C(21) WC21 WC × WC2 × WC21

C(22) WC22 WC × WC2 × WC22

（C3） WC3 10.0 WC × WC3 × 10.0

（D） WD

（D1） WD1
（D11） WD11 WD × WD1 × WD11

（D12） WD12 WD × WD1 × WD12

（D2） WD2

（D21） WD21 WD × WD2 × WD21

（D22） WD22 WD × WD2 × WD22

（D23） WD23 WD × WD2 × WD23

（D24） WD24 WD × WD2 × WD24

立地基準項目の重み付けの計算表
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